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○山下委員長 おはようございます。定刻になりましたので、ただいまから議会運営委員会を開催

いたします。 

   議会運営委員会の招集をしましたところ、本日の委員会に出席をいただき、ありがとうござ

います。本日、鷹野副委員長と原田議長は、体調不良のため欠席です。愛南町でもコロナが猛

威を振るっておりますが、皆さんはぜひ管理に気をつけていただきたいと思います。 

   今回、９月定例会は決算議会ということで、令和３年度の予算がどのように執行されたか、

それを審議する大切な議会です。いつも以上に慎重に協議をしていただきたいと思います。 

   それでは、協議事項に入りたいと思います。 

   議事日程について、会議録署名議員、１２番、山下、１３番、那須議員。 

会期の日程、８日間で、９月９日から９月１６日までの８日間です。 

   諸般の報告、議長活動状況報告、例月出納検査報告、陳情の取扱い報告、議員派遣結果報告

は、９月９日の初日です。 

   所管事務調査の件（委員長報告）、総務文教常任委員長、石川委員長、産業厚生常任委員長、

鷹野委員長が、初日の９月９日に行います。 

   続きまして、議会活性化特別委員会の中間報告について、委員長報告があります。議会活性

化特別委員会の金繁委員長が行います。これも初日の９月９日です。 

   続いて、一般質問の方法について、通告順で、１、金繁議員、２、鷹野議員、３、池田議員、

４、少林議員が行います。 

   それでは、一般質問のことについて、何か御意見ありませんか。 

   嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 まず、４番の少林議員の国葬についてなんですけど、その最後のくだり、たら話と

いうところがあって、判断することとなった場合、これがちょっといいのかどうかという疑問

と、よく議長が言われておるように、その他の質問で、数とかは聞くなということがあるんで

す。数字とか。 

（発言する者あり） 

○嘉喜山委員 その中で、３番、４番で……。 

○山下委員長 私語は慎んでください。 

○嘉喜山委員 あるわけなんですが、これが果たしてふさわしいかどうか、ちょっと私は疑問に思

います。 

○山下委員長 今、嘉喜山議員から御意見がありましたが、皆さんどのように思いますか。 

   石川委員。 

○石川委員 仮の、想定を含めて、事実ではない、こうなった場合とかいうことで一般質問するの

は、執行部としても答えようがないんじゃないかなと。これ、政策というよりも、これちょっ

と難しいというか、仮定の話を出してきて議論するというのはいかがなものかなと。事実に基

づいて議論とか、政策について話すのは問題ないと思いますけど、仮定の話で話をしてもこれ

議論にならないんじゃないかなと思いますが。 

○山下委員長 ほかの方の意見ございませんか。 

   金繁委員。 

○金繁委員 この少林議員の質問１の最後のところですよね、国からの要請がなくっていう、この

２行のことですよね。 

○山下委員長 そうです。 

○金繁委員 まず、国からの要請がなくというのは、もう要請しないことは決定しているので、仮

定ではないですよね。 

その次の、弔慰の表明は自治体や現場で判断することになった場合、判断することは当然で

きるので、形式的にはなった場合と仮定形式で書いてありますけれども、判断できることはで
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きるので、これを聞いていけないということではなく、ここを本人が当日、工夫するかどうか

分かりませんけど、実際は仮定の話ではないので、私はこれでいいと思います。 

○山下委員長 これはちょっと金繁委員に。これはもう仮定の話ではないんですかね。 

○金繁委員 仮定の話では……。 

○山下委員長 もう決定ですか、これ。 

○金繁委員 はい、国から要請しないということは。 

○山下委員長 しないということは、決定なの。 

○金繁委員 岸田首相が、閣議決定でたしかそうなったと思います。国は要請しないと。ただ、地

方自治体レベルで、教育委員会とかが独自に判断する可能性はあるという状況だと思います。 

○山下委員長 石川委員。 

○石川委員 この、漠然として、国からの要請がなくというのはいろんな要請がありまして、今、

閣議決定されている内容は、弔慰を要請しないということであって、弔慰以外のことはまだ決

まっていないと思いますけど。 

○山下委員長 金繁委員。 

○金繁委員 まさにここの２行で少林議員が問題にしているのは、弔慰の表明について国からの要

請がなくということだと私は読みました。それ以外のことは彼女は入れていないんじゃないで

すかね。 

○山下委員長 石川委員。 

○石川委員 これ文章的に読むと、国からの要請がなくというのは、いろんな要請がありますから、

私が理解しているのは、弔慰の要請がなくというふうには読めるんですけども、それ以外の、

これもこの、なくということは、なかったらというふうには読めると思うんですよ、日本語的

には。だから、仮定の話がこの文章の中で私は読み取れると思うんですけど。 

   それと、もしこの文章を生かすとすると、弔慰の表明は自治体や現場で判断しますかという

ことだったらまだ文章的には分かるんですけど、なった場合と言われてもそれは仮定の話で、

これは議論にならないんじゃないかなと私は思いますけど。 

○山下委員長 一般質問の趣旨というのは、行政の事務一般に関することの質問だと私は思うんで

すよ。これ国の話で、これが一般事務に関することなのか、私はどうもちょっとそういう理解

はできないんですよ。 

   金繁議員。 

○金繁委員 国からの要請が、要請はしませんと決定しています。 

各自治体、教育委員会などで独自の判断をすることはもちろんできますよね。なので、これ

はまさに地方自治に関して議員が質問できることです。実際、ほかの議会、内子町でももう議

会に同じような質問が出されていますし、ほかの議会でも、県内でも既にもう出されておりま

す。愛南町だけ出さない、抑えるということはできないと思うんですけど。 

○山下委員長 これ議論なんで、委員の方の考え方を今お聞きしておるんで、最終的にはこれ一般

質問、本人の考えで、本人がやると言えば止めることもできん問題なんですが、委員の皆さん

からちょっと意見が出たんで。 

   今、３人の委員の皆さんから御意見出ましたが、那須委員の意見は。 

○那須委員 こういう議論で、この時間を使わんといけんような質問すること自体が私はおかしい

なと思うので、本人にこの部分は取り下げられないかというふうな要請を委員長のほうからし

たらいかがでしょうか。 

○山下委員長 金繁委員。 

○金繁委員 私はそれは議員の質問権を、言わば押さえつけることなので、議運でやれることでは

ないと思いますけどね。それはやってはいけないことではないですか。 

○山下委員長 議会運営委員会の仕事の中で、一般質問に関すること、いろいろ二十何項目ありま
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して、ずっとあるんで、中にそれは、一般質問に関することっていうのがあるんで、そこで別

に議運での結論を出して、私はそれはいいんではないかと思いますけど。 

   金繁委員。 

○金繁委員 それは形式的なチェックについてはできますけど、内容の是非について、例えばプラ

イバシー、誰かを誹謗中傷するとか、プライバシーに関することとかはもちろんいけませんけ

れどもっていう確認をここでできますけど、議運で中身のチェックをする、それで取り下げる

べきというのはできないと、できないはずです。 

私、１期目に図書館建設について質問入れていたら、これを削除できないかと打診されたこ

とがありますけれども、それはやったらいけないことですよね。違いますか、事務局長。 

○山下委員長 本多事務局長。 

○本多事務局長 一般質問につきましては、議長のほうがこういった議会運営委員会のほうに諮っ

て、最終的に議長が許可をするという流れになっております。その範囲内で考えていただけれ

ばと思っております。 

   以上です。 

○山下委員長 石川委員。 

○石川委員 議運がチェックして、要請するのは、先ほど委員長が言われたように、要請をしたと

してもあくまで議員には言論の自由がありますから、当然議員として、委員長からの助言を受

け入れるか受け入れないかというのは、議員本人の問題だと思いますので、私は別に、こうい

う議運でこういう意見があったということを本人に伝えることはやぶさかじゃないというふ

うに思います。 

○山下委員長 那須委員。 

○那須委員 別に議員の質問権を奪っておるわけではないので、どうですかと、こういうことでし

たらおかしいんじゃないですか、取り下げたらいかがですかということを打診したらどうです

かと言っただけです。 

   それと、先ほど嘉喜山委員が言われた３の１とか、こんなものは前にもありましたけれども、

担当課に行って聞けばいいことで、わざわざ一般質問で聞くことでないので、こういうことは

委員長、議長のほうからきちんと、一般質問はこういうものですというのを教えてあげないと

いけないと思いますよ。 

○山下委員長 金繁委員。 

○金繁委員 私の考えを述べておきます。賛同したと記録が残ったらいけないので。 

   先ほど那須委員が、これは１の内容について判断して、これをやめたらどうかとうことはで

きると、石川委員も同じことを言われましたけれども、私は抑圧すると言っただけで、議員の

発言権を否定するものとは言っていません。抑圧すること自体が私は議会の在り方として問題

だと思います。議運の在り方として問題だと思います。 

   以上です。 

○山下委員長 はい、金繁委員の意見はよく分かりました。 

   それでは、４人の委員のうち３名の方がそういう助言をすべきだということなので、助言を

することでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 そしたら、後で、委員会終了後、委員長のほうから少林議員に対して助言をいたし

ます。 

   ほかに、一般質問で何かございませんか。 

   それと、先ほど那須委員からの数、数字を聞くとかいうことも、併せて助言をいたします。 

   一般質問、ほかにないようですので、次に移ります。 

   議案の概要説明とその取扱いについて、理事者提案に関するものは２８案です。報告３案、
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承認１案、決算認定１１案、条例の改正１案、契約１案、補正予算３案、諮問２案、同意６案

です。 

   理事者提案に係る議案について、説明を求めます。 

   最初、総務課長から、条例関係の議案についての説明をお願いいたします。 

   立花総務課長。 

○立花総務課長 私のほうから議案のそれぞれのポイントを説明させていただきます。なお、補正

予算及び決算が関連する議案につきましては、清水企画財政課長が説明をいたします。 

   それでは、報告第５号、専決処分第６号の承認を求めることについて（損害賠償の和解につ

いて）、説明します。 

   この専決処分は、公用車を運転中に起こした自動車事故に関し、相手方と損害賠償の和解を

するため、議会に報告するものであります。 

   ２ページを御覧ください。 

   １の和解の相手方は、記載のとおりです。 

   ２の事故の概要は、令和４年６月６日、環境衛生課の職員が宇和島地区広域事務組合環境セ

ンターの駐車場において、駐車していた相手方の右側前部を毀損させたもので、３の和解の額

は、相手方車両修理費用の全額１４万８，０００円であります。 

   当日は、山本環境衛生課長が提案の説明をいたします。 

   次に、第４１号議案、愛南町手数料徴収条例の一部改正について説明します。 

   本案は、動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律が施行されたことから、本

条例の一部改正を提案するものであります。 

   ２ページの新旧対照表を御覧ください。 

   本条例第２条第１項第１４号は、犬に装着されているマイクロチップを鑑札とみなすことに

伴い、狂犬病予防法上の犬の登録手数料を徴収しないこととしたため、「登録手数料」を「登

録に係る手数料」に改め、第１６号は、飼い犬からマイクロチップを取り外した場合は鑑札の

装着が必要となるため、「再交付手数料」を改正案のとおり改めます。 

   当日は、山本環境衛生課長が提案の説明をいたします。 

   次に、第４２号議案、Ｒ４魚神山漁港海岸保全施設整備連携工事請負契約について説明しま

す。 

   本契約は、魚神山地区において、離岸堤の基礎工及び消波ブロック製作、据付けを施工する

もので、議会の議決が必要なため、提案するものであります。 

   この工事の入札は、８月２２日に執行しており、１の契約の目的、２の契約の方法は、記載

のとおりであります。３の契約金額は、９，６５８万円、４の契約の相手方は、株式会社明正

建設であります。２ページは施工場所で、魚神山漁港真浦地区、３ページから５ページは平面

図、断面図、標準断面図で、桃色の部分が今回の実施部分になります。 

   当日は、長田水産課長が提案の説明をいたします。 

   次に、紙ベースでお配りしております、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について説

明します。 

   人権擁護委員の委嘱につきましては、町長が議会の意見を聞き、候補者を法務局に推薦し、

法務大臣が委嘱することとなっておりますが、御荘地域の吉田公己氏、城辺地域の荒谷栄次氏

が、本年１２月３１日で任期満了となることから、お二人の再任を推薦するものであります。

参考資料として、お二人の住所、経歴を添付しております。 

   当日は、清水町長が一括にて提案の説明をいたします。 

   次に、こちらも紙ベースでお配りしております、同意第１号から同意第５号までの、愛南町

固定資産評価審査委員会委員の選任について説明します。 

   この件につきましては、８月２４日開催の議員全員協議会において説明しておりますので、
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本会での説明は割愛させていただきますが、現委員の任期が本年１１月１４日に満了すること

から、５名の委員の選任について、議会の同意が必要なため、提案するものであります。 

   当日は、清水町長が一括にて提案の説明をいたします。 

   最後に、こちらも紙ベースでお配りしております、同意第６号、愛南町教育委員会委員の任

命について説明します。 

   この件につきましても、８月２４日開催の議員全員協議会において説明しておりますので、

本会での説明は割愛させていただきますが、現委員の中田ふさ氏の任期が本年１１月１５日に

満了になることから、上原京子氏の任命について、議会の同意が必要なため、提案するもので

あります。 

   当日は、清水町長が提案の説明をいたします。 

   以上で、私からの説明を終わります。 

○山下委員長 次に、企画財政課長から報告、決算認定、補正予算関係等の議案について説明をお

願いします。 

   清水企画財政課長。 

○清水企画財政課長 最初に、報告第３号、令和３年度愛南町の健全化判断比率の報告についてを

説明いたします。 

   愛南町の令和３年度の健全化判断比率についてですが、実質赤字比率、連結実質赤字比率、

及び将来負担比率は指標として該当しておりません。実質公債費比率は９．０％であります。 

   続きまして、報告第４号、令和３年度愛南町の公営企業会計に係る資金不足比率の報告につ

いて説明をいたします。 

   愛南町の公営企業会計に係る資金不足比率ですが、上水道事業会計、病院事業会計、小規模

下水道特別会計、浄化槽整備事業特別会計、旅客船特別会計、いずれも該当しておりません。 

   なお、この２議案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく定例的な報告であ

り、係数的に特に問題となる箇所はなく、決算認定議案と同様、既に監査委員の審査に付して

意見を頂いております。 

   当日は、私が一括で説明をいたします。 

   続きまして、承認第６号、専決処分第７号の承認を求めることについて（令和４年度愛南町

一般会計補正予算（第２号））について説明いたしますので、７月補正予算概要説明書の３ペ

ージを御覧ください。 

   国の新型コロナウイルス感染症関連の支援策として、昨年度に実施した給付金事業の対象世

帯が、今年度新たに拡充されたことに伴い、歳入歳出それぞれ４，３１４万１，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１５２億８，９５４万９，０００円とするものです。速

やかに給付事務を行う必要がありましたが、議会を招集する時間的余裕がなかったため、７月

１２日付で専決処分をしております。 

   拡充の対象となるのは、令和４年度に新たに住民税非課税となった世帯及び家計急変のあっ

た世帯でありまして、１世帯当たり１０万円、対象世帯数を４３０と見込み、事業費４，３１

４万１，０００円を歳出に追加しております。歳入につきましては、国庫支出金において、住

民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事務費補助金１４万１，０００円及び同事業費補助

金４，３００万円を追加しております。 

   当日は、木原副町長が提案説明をいたします。 

   続きまして、認定第１号、令和３年度愛南町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認

定第１１号、令和３年度愛南町病院事業会計決算の認定についてまでの１１件について説明を

します。 

   令和３年度愛南町歳入歳出決算書を御準備ください。 

   今回につきましても、例年同様、決算の審査会において御審議されるものと思いますので、
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歳入歳出決算額と実質収支額のみ説明いたします。 

   まず、認定第１号、一般会計についてですが、決算書の２９８ページを御覧ください。 

   歳入決算額は１７３億９，９６４万４，０００円、歳出決算額は１６５億２，９６５万２，

０００円で、差引額は８億６，９９９万２，０００円となりますが、繰越明許費繰越額が１億

７０６万９，０００円ありますので、これを差し引いた実質収支額は７億６，２９２万３，０

００円となっています。 

   次に、認定第２号、国民健康保険特別会計について、３３０ページを御覧ください。 

   歳入決算額は３０億２，４０２万８，０００円、歳出決算額は３０億９１９万３，０００円、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに１，４８３万５，０００円となっています。 

   認定第３号、後期高齢者医療特別会計については３５２ページを御覧ください。 

   歳入決算額は３億３，４１３万円、歳出決算額は３億２，１３０万３，０００円、歳入歳出

差引額・実質収支額ともに１，２８２万７，０００円となっています。 

   認定第４号、介護保険特別会計については３９０ページを御覧ください。 

   歳入決算額は３２億２，５０１万４，０００円、歳出決算額は３１億９，８１３万６，００

０円、歳入歳出差引額・実質収支額ともに２，６８７万８，０００円となっています。 

   認定第５号、小規模下水道特別会計については４１４ページを御覧ください。 

   歳入決算額は１億９，６３５万１，０００円、歳出決算額は１億９，４２９万９，０００円、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに２０５万２，０００円となっています。 

   認定第６号、浄化槽整備事業特別会計については４３８ページをお願いいたします。 

   歳入決算額は１億５，７８７万８，０００円、歳出決算額は１億５，６７２万２，０００円、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに１１５万６，０００円となっています。 

   認定第７号、温泉事業等特別会計については４６０ページをお願いします。 

   歳入決算額は９，３０８万４，０００円、歳出決算額は８，６４７万円、歳入歳出差引額・

実質収支額ともに６６１万４，０００円です。 

   認定第８号、旅客船特別会計については４８０ページを御覧ください。 

   歳入決算額は３，０９３万８，０００円、歳出決算額は３，０９１万６，０００円、歳入歳

出差引額・実質収支額ともに２万２，０００円となっています。 

   認定第９号、公共用地先行取得事業特別会計については５００ページを御覧ください。 

   歳入決算額・歳出決算額ともに８，６２０万２，０００円で、歳入歳出差引額・実質収支額

ともにゼロ円です。 

   ここまでの９件の決算認定議案につきましては、守口会計管理者が一括で説明をいたします。 

   続いて、認定第１０号、愛南町上水道事業会計の決算について説明をいたします。 

   別冊の上水道事業会計決算書の７ページの上段を御覧ください。 

   収益的収入、水道事業収益は７億３，６５３万６，２９８円、下段、その支出決算額、水道

事業費用は６億９，６８５万６，１６８円であります。９ページ上段、決算額、資本的収入は

１億７，６８４万２，０００円、下段の資本的支出決算額は４億２，２４４万７，５８３円で、

支出に対する不足額は、欄外記載のとおり補塡しております。 

   当日は、山本水道課長が説明をいたします。 

   続きまして、認定第１１号、愛南町病院事業会計について説明いたします。別冊の病院事業

会計決算書の５ページ上段、決算額を御覧ください。 

   収益的収入、事業収益は６億８，５７６万１，６０７円、下段、その支出決算額、事業費用

は６億５，４５８万４，５２２円であります。 

   ７ページを御覧ください。 

   上段、決算額、資本的収入は３，０４０万円、下段、資本的支出決算額は８，８１８万８，

１６８円で、支出に対する不足額は、欄外記載のとおり補塡しております。 
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   当日は、赤松国保一本松病院事務長が説明をいたします。 

   続きまして、第４３号議案、令和４年度愛南町一般会計補正予算（第３号）について、９月

補正予算概要説明書により説明をいたしますので、概要説明書の３ページを御覧ください。 

   今回の補正予算は、９月補正予算会計別総括表の上段、一般会計に記載のとおり、歳入歳出

それぞれ４億９，１３９万１，０００円を追加し、総額を１５７億８，０９４万円とするもの

です。 

   それでは、主な内容について歳出から説明いたしますので、７ページを御覧ください。 

   ２款総務費については、旧馬場集会所トイレ改修等による①町有管理地活用管理事業を、次

にウェブ広告強化による②ふるさと寄附金事業を、支所移転に伴う③一本松支所維持管理事業

を、地区要望によります④緊急避難道整備事業を、最後に⑤ヘリポート整備事業などを計上し

ております。 

   ３款民生費につきましては、南宇和地区更生保護サポートセンター移転に伴う①更生保護事

業を、②介護保険特別会計繰出金などを計上しております。 

   ４款衛生費につきましては、空調設備工事などで①城辺保健福祉センター管理運営事業を、

オミクロン株に対応したワクチン接種で②新型コロナウイルスワクチン接種事業を、③上水道

事業会計補助金などを計上しております。 

   ６款農林水産業費につきましては、地区要望などに対応する①農道維持補修事業、②水路維

持修繕事業を、県営事業の事業費変更による③県営土地改良事業負担金を、森林環境譲与税を

活用した担い手確保育成対策補助金などを含む④森林環境整備事業を、地区要望などに対応す

る⑤漁港施設維持管理事業を計上しております。 

   ７款商工費につきましては、愛南版応援金としての①新型コロナウイルス感染症対策中小企

業者経営支援事業を、ふるさと寄附金増額を狙った②ご当地キャラクター活用事業を、③あけ

ぼのリフレッシュゾーン維持管理事業などを計上しております。 

   ８款土木費につきましては、地区要望等により①道路維持整備事業を、町道真浦２号線の②

道路新設改良事業を、集落・避難路保全斜面地震対策による③砂防事業等を、東浜団地改修に

よる④住宅改修事業を計上しております。 

   ９款消防費につきましては、救助工作車購入による①消防施設整備事業を、満倉消防詰所整

備に係る②消防団設備整備事業を計上しております。 

   １０款教育費につきましては、長寿命化計画改定による①教育委員会事務局庶務事務を、旧

赤水小解体による②閉校施設等管理事業を計上しています。 

   次に、歳入についてですが、上段を御覧ください。 

   主な内容を記載しておりますが、主な財源は、地方交付税、各種事業実施に伴う国・県等の

支出金、それと前年度繰越金、町債などとなっています。なお、前年度繰越金の増額に伴い、

財政調整基金の取崩しを減額しております。 

   当日は、木原副町長が提案説明をいたします。 

   次に、第４４号議案、令和４年度愛南町介護保険特別会計補正予算（第１号）について説明

をいたします。資料は、同じく概要説明書の３ページになります。 

   今回の補正予算は、上段の表、中ほどのとおり、歳入歳出それぞれ２，３０９万７，０００

円を追加し、総額を３２億８，３０９万７，０００円とするもので、主な補正の内容は、介護

給付費準備基金積立金、保険給付費等交付金超過交付返還金であります。 

   当日は、土幡高齢者支援課長が提案説明をいたします。 

   最後に、第４５号議案、令和４年度愛南町上水道事業会計補正予算（第２号）について、補

正予算書により説明いたします。水道事業の補正予算書、３ページを御覧ください。 

   今回の補正予算のうち、収益的支出については、大久保山地区水利施設整備事業等負担金を、

資本的支出については、内海地区配水管移設事業実施測量設計業務を計上しています。詳細に
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つきましては、１３ページ及び１４ページのとおりでございます。 

   当日は、山本水道課長が提案説明をいたします。 

   以上で説明を終わります。 

○山下委員長 ただいま両課長から説明がありました。 

   質疑はありませんか。 

   嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 教育委員のことについてお聞きしたいんですけど、教育行政の組織及び運営に関す

る法律の中に、第６条に、地方公共団体の常勤の職員もしくは地方公務員法第２８条の５何と

かかんとかの職員と兼ねることができないとあるということで、学校教育課長からは、それは

大丈夫ですとは言われたんですけど、でも、地方公務員法の２２条の２の内容を見ると、ちょ

っと疑念があるんですけど、この辺、大丈夫なんでしょうか。 

○山下委員長 立花総務課長。 

○立花総務課長 お答えさせていただきます。 

学校教育課長のほうが、先般の全員協議会で報告をさせていただく際に、事前に総務課のほ

うに今、嘉喜山委員が言われました公務員法の第２２条の２、これに抵触するのかどうかとい

う確認がございました。 

   学校教育課長が御説明させていただきましたとおり、新たに任命をする方につきましては、

会計年度任用職員の中のパート職員という形で任命をしておる関係がありますので、この分に

ついて抵触はしないという形で総務課のほうでは確認をしております。 

   以上です。 

○山下委員長 嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 ということは、地方公務員法の２２条の２、１項１号に該当するということですか。 

○山下委員長 立花総務課長。 

○立花総務課長 申し訳ございません、その１項に該当するか、ちょっとそこの部分は今、持ち合

わせていないので、明確にはお答えはできないんですけれども、先ほど申しましたようにパー

ト職員というところであれば、抵触はしないという確認は取っております。 

   以上です。 

○山下委員長 嘉喜山委員。 

○嘉喜山委員 地方公務員法の３５条で職務に専念する義務というのがあるので、ちょっと私はこ

れからすると本当に大丈夫かなと、いまだにちょっと疑念は払拭できないので。 

○山下委員長 立花総務課長。 

○立花総務課長 今の御意見を踏まえまして、改めて確認はさせていただきますが、先般の議員全

員協議会で報告する際には、そこまでの確認は取っているつもりであります。また状況に応じ

ては報告させていただきます。 

   以上です。 

○山下委員長 よろしいですか。ほかに何か質疑はありませんか。 

ないようですので、続いて、議会提案に関するものは、初日はありません。 

   議案の審議方法、一括提案、報告第３号、令和３年度愛南町の健全化判断比率の報告につい

てと、報告第４号、令和３年度愛南町の公営企業会計に係る資金不足比率の報告についての２

議案は、関連性があるため一括提案とし、質疑は別々に行うということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続いて、認定第１号、令和３年度愛南町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、

認定第１１号、令和３年度愛南町病院事業会計決算の認定については、続けて１１議案の提案

説明を行い、最終日に質疑、討論、採決を別々に行うということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 
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○山下委員長 次に、諮問第１号と第２号の人権擁護委員候補者の推薦については、２議案は関連

性があるため一括提案とし、質疑は別々ということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続いて、同意第１号から第５号の愛南町固定資産評価審査委員会委員の選任につい

ての５議案は、関連性があるため一括提案とし、質疑は別々に行うということでよろしいです

か。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続きまして、決算認定の質疑の方法です。 

   認定第１号、一般会計決算の認定については、歳出は１から４款、６から８款、９から１４

款の３つに区切り、それぞれ３回とし、歳入は全般で３回ということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続いて、認定第２号、国民健康保険特別会計決算の認定についてから、認定第９号、

公共用地先行取得事業特別会計決算の認定についてまでの８特別会計については、歳入歳出全

般を通じて行うということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続きまして、認定第１０号、上水道事業会計決算の認定についてと、認定第１１号、

病院事業会計決算の認定についてまでの２企業会計については、決算書全般を通じて行うとい

うことでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続いて、補正予算の質疑の方法、第４３号議案の一般会計補正予算については、歳

出歳入それぞれ全般を通じて質疑を行うということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 第４４号議案の特別会計補正予算については、歳入歳出全般を通じて質疑を行うと

いうことでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続いて、第４５号議案の事業会計の補正予算については、予算書全般を通じて質疑

を行うということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続いて、請願・陳情の取扱いについて、受理件数は４件です。請願はありません。

別紙陳情等一覧表のとおり、陳情が４件出ております。 

陳情等について御意見はございませんか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 ないようでしたら、議員に写しを配付ということでよろしいですかね。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長  では、そういたします。 

   続いて、その他、追加議案、理事者提案については。 

立花総務課長。 

○立花総務課長 理事者提案の追加議案については、予定のほうはございません。 

   以上です。 

○山下委員長 続いて、議会提案について、議会事務局に確認をいたします。 

   本多事務局長。 

○本多事務局長 現在の予定としまして、閉会中の所管事務調査、そして議員派遣の２件を考えて

おります。議員派遣につきましては、先般の８月２４日の全員協議会の中で報告をいたしまし

たが、一部、変更等がございますので報告をさせていただきます。 

   １０月１３日、高知県立県民文化ホールで予定しておりました四国地区町村議会議長会研修
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会並びに令和４年度第２回町議会議員研修会は、コロナ感染症対策によりまして中止となりま

した。 

あと、７月末に開催予定でございました、愛媛県の町村議会議長会の第１回議会議員研修会

につきましては、動画配信ということになっていたんですが、動画が視聴できるようになりま

したので、１０月の２１日と２４日の２日間で研修を実施させていただきたいと思っておりま

す。 

   なお、この際に、新個人情報保護法施行に伴う議会の研修についても併せて行いたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いをいたします。 

   以上です。 

○山下委員長 これについて、何かありませんか。 

   ないようですので、続きまして、議会……。 

   石川委員。 

○石川委員 この愛媛県の研修は、２回、２日にわたってやるということなんやけど、ボリューム

が相当あるんですか。 

○山下委員長 本多事務局長。 

○本多事務局長 これが、講師の先生が２コマ、２人おりまして、１人が先般来ていただいた土山

先生なんですけども、その動画の配信時間が１時間４３分、そしてもう一方、長内先生という

方なんですが、この方も１時間ちょっとあります。また、個人情報の関係の研修も１時間程度

を予定しておりますので、少しボリュームがあるので２日間に分けさせていただいたというこ

とです。 

   以上です。 

○山下委員長 石川委員。 

○石川委員 これ、ボリュームもあるんやけど、できたら１日にまとめたほうが。２日に分けてと

いう方法もあるでしょうけど。それはちょっと一回検討されたほうがいいんじゃないかなと思

うんですけど。 

○山下委員長 本多事務局長。 

○本多事務局長 そういった御意見いただきましたので、一応議員派遣につきましては、２日間で

予定させていただいて、実際行う際はもう一度協議をさせていただくということでよろしいで

しょうか。 

○山下委員長 よろしいですか。 

○石川委員 はい。 

○山下委員長 では、そうしてもらいます。 

   続きまして、議会運営委員会の開催日は、今のところありません。追加議案があれば、９月

１７日、金曜日、９時から開催をいたします。 

   続いて、会期中の常任委員会の開催日、今のところ、総務文教常任委員会、産業厚生常任委

員会も予定はありませんが、閉会中に所管事務調査を実施する場合は、各常任委員会委員長は、

所管事務調査申出書を１２月１７日、月曜日、１７時までに事務局に提出をお願いいたします。 

   よろしいですか。 

   続いて、議員全員協議会です。 

   今回、決算審査会、一般会計と、決算審査会、特別企業会計を２つあるんですが、この前の

全協で２日に分けてやったらどうかという意見が出たんですが、委員の皆さんの意見をお聞き

します。 

   石川委員。 

○石川委員 ２日でいいと思います。 

○山下委員長 嘉喜山委員。 
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○嘉喜山委員 私も賛成です。 

○山下委員長 全員の皆さんが２日ということなので、予定、２日でしたいと思います。 

   それでは……。 

清水企画財政課長。 

○清水企画財政課長 ちょっとこの全協のことで、追加で説明させてください。 

   毎年、例年資料を出していたと思うんですけど、今回も入札減少金等を活用した事業一覧表

をこの勉強会というか審査会の折に出したいと思いますので。ただ資料は提出しますが、その

資料についての説明はいたしませんので、御了知ください。 

   以上です。 

○山下委員長 よろしいですか。 

   石川委員。 

○石川委員 それ、当日に資料を提出されて、それを、その当日読み込めということですか。 

○山下委員長 清水企画財政課長。 

○清水企画財政課長 できるだけ早く、書類出てきたら掲載したいと考えておりますので、お願い

します。 

   以上です。 

○山下委員長 那須委員。 

○那須委員 決算の審査ですから、審査会ですから、こういう資料が欲しい、ああいう資料が欲し

いと言ったときには迅速に出してもらえるように、今手元にありませんからと時間をかけずに。

まあ予測は難しいやろうけども、その辺のところを連携を取って、すぐに資料を出していって

もらえるようにお願いします。 

○山下委員長 清水企画財政課長。 

○清水企画財政課長 またそのようなことを各担当の課長には伝えたいと思います。 

   以上です。 

○山下委員長 金繁委員。 

○金繁委員 もう一つお願いなんですけど、この主要施策の説明、報告書がありますよね。これす

ごくいいもので、本当に勉強になるんですけど、これの見方、例えば左上に総合計画とのつな

がりを番号で示したりとか、右上に継続とか書いてあって、でもこれ新人議員が見たときに、

そこまで読み込むのなかなか難しいんですよ。だから、マニュアルというか１ページ、簡単な

１ページでいいので、これは総合計画と連携した番号を振っていますとか、簡単なマニュアル

を１枚、共有で議会全員が見れるようにアップしていただけるといいなと思います。 

   それと、この前、個人的には聞いたんですけど、主要施策とはそもそも何かという定義も入

れていただけるとありがたいです。お願いします。どうでしょうか。 

○山下委員長 清水企画財政課長。 

○清水企画財政課長 マニュアル的な１ページ程度のもので、また御提示したいと思います。 

○山下委員長 それでは、決算審査会については、９月１２日、月曜日、午前１０時から一般会計、

１３日、火曜日、午前１０時から特別会計及び企業会計で、２日間開催することといたします。 

   それでは、議会資料１の時間割、時間割参照を御覧ください。 

   決算審査は議長の進行により、財産に関する調書は全般を通じて質疑、一般会計については、

歳出決算の事項別明細書により款を追って、歳入決算は全般を通じて質疑、特別会計について

は、歳出歳入それぞれ全般を通じて質疑、公営企業会計については、決算書全般として議員か

らの質疑に答える形でよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 以上で、執行部は退席をお願いいたします。 

（執行部退席） 
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○山下委員長 続いて、その他です。 

   初日、９日は、第４３号議案、一般会計補正予算（第３号）についての提案説明までにとど

め、質疑、討論、採決は、最終日、１６日とするということでよろしいですか。 

（「はい」と言う者あり） 

○山下委員長 続いて、服装については、申合せ事項のとおり、９月定例会は上着を着用しなくて

よい、ネクタイの着用は自由です。今回、いろこいあいなんポロシャツの着用を認められてお

ります。 

   新型コロナウイルス対策について、前立てが設置してある演台のみマスクを外して発言可、

休憩時に机等の消毒と換気を行うので書類が飛ばないように注意、傍聴席については距離を空

けて２２席とし、２２名を超える場合は議場前にテレビを設置する。 

   続いて、議会基本条例の検証について、事務局の説明を求めます。 

   本多事務局長。 

○本多事務局長 議会基本条例の検証について説明をさせていただきます。 

   資料の２を御覧ください。 

   この検証結果につきましては、今年３月に報告したところですが、令和４年度分の検証方法

等について、準備を進めたいと思っておりますので、前回と同様の資料を用意させていただい

ております。 

   今後、今日この検証方法等について決定をしていただくというのではなくて、スケジュール

案にも示しているんですけども、１２月頃までにこの議会運営委員会の中で検証方法等につい

て決定をしていただきたいというふうに考えておりまして、その資料を本日提供させていただ

いております。 

   資料の１の（１）、検証の方法についてなんですけども、一応この３案、示させていただい

ております。 

   １つが大洲市等の例なんですけども、これは条文ごとに検証を行うものです。 

   ２番目、松山市なんですけども、これにつきましては、検証項目をまず決定しまして、それ

に各条文をひもづけて、各項目ごとに検証を行おうというものです。 

   ３番目につきましては、愛南町のものなんですけども、愛南町につきましては昨年度、初年

度ということもありまして、４月から１２月までの９か月間の検証ということになりましたの

で、議員に条例の運営状況について意見を聞いたものをまとめたという形となりました。 

   今回、この委員会のほうで決定していただきたいのが、今の検証の方法、そして次の検証対

象期間になるんですけども、これについては前回決定していただいたとおりで、１月１日から

１２月３１日ということで決定されたと思いますので、これについては、今年度については令

和４年１月１日から令和４年１２月３１日までの検証対象期間ということで御了承をいただ

けたらと思っております。 

   次に、２なんですが、これは今後の検証の流れについて、事務局案を示しております。 

   １のとおり、今年の１２月中までに議会運営委員会におきまして検証方法等を決定して、検

証シートを作成いたします。それを５年の１月に議員全員に配付しまして、評価と理由の記載

を依頼いたします。そして、それを集計しまして、令和５年２月に検証をこの委員会のほうで

行います。そして、その結果を３月に議員全員協議会で報告するという流れとしてはどうかと

いうふうに考えております。その中で、仮に条例について改正が必要という結果になりました

ら、４月以降にそういった改正についての協議を進めていくということになろうかなと思って

おります。 

   ３の県内の事例につきましては、検証期間について各自治体がどのように考えているかとい

うことを資料としてお示しさせていただいております。 

   以上です。 
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○山下委員長 ただいま説明が終わりました。 

   何か質疑ございませんか。 

（「ありません」と言う者あり） 

○山下委員長 ないようですので、その他、ほかに委員の皆さん、何かありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○山下委員長 ないようですので、以上で議会運営委員会を終わります。 

   お疲れさんでした。 

 

 

 

委員長 

 


